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研究成果の概要（和文）：本研究は、古日記天候記録をもとに歴史時代に顕著な災害をもたらした台風のコース
を推定した。九州地方で風水害が相次いで発生した1828年（文政11年）について、古日記天候記録に記載されて
いる風向の時間変化や強風、高潮の記録をもとに台風コースを推定した。また、1856 年（安政3年）9月23日-24
日に江戸西方を通過し、東京湾（江戸湾）に高潮を発生させた「安政江戸台風」について台風コースの推定を行
った。さらに、推定結果を長崎（出島）で観測された19世紀の気圧観測データや、関東沖の太平洋を航行してい
たオランダ船の気圧観測データと比較し、台風の規模・強さについての分析した。

研究成果の概要（英文）：This study aim to reconstruct typhoon tracks in historical period, which 
caused severe climatic disaster in Japan. We reconstructed typhoon tracks in 1828 in Kyshu, western 
Japan. As a result, we revealed that five typhoon approachs in Kyushu in 1828, wchich caused storm 
disaster. We also reconstructed track of typhoon in September 23 to 24, 1856, which caused heavy 
tidal wave in Tokyo Bay.
Moreover, we compared reconstructed results with early pressure observation data in Nagasaki(Dejima)
 and those observed by a Dutch ship, sailing off the coast of Kanto. We estimated size and strength 
of typhoon based on this comparison. 

研究分野： 地理学

キーワード： 歴史時代　台風コース　気候復元　古日記天候記録　気候災害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、歴史時代（気象庁による公式観測開始以前）に日本において顕著な風水害をもたらした台風のコー
スを江戸時代の歴史天候記録にもどづいて推定することを目的として研究を行った。研究の結果、九州地方にお
いて風水害が相次いで発生した1828年（文政11年）について、九州地方に襲来した4つの台風のコースが明らか
になった。また、1856（安政3年）9月23－24日に東京湾（江戸湾）で高潮を発生させた「安政江戸台風」のコー
スを解明した。現在においても、これらのコースを台風が通過した場合には、高潮や強風による災害が発生する
可能性は高いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

  

  

１． 研究開始当初の背景 

 

  台風は、日本において風水害を発生させる主要因の一つである。近代気象観測開始以降の台風上陸

数や、台風コースについては、天気図や地上気圧観測データによる分析が進められているが（熊澤ほ

か,2016など）、歴史時代（公式気象観測開始以前）の台風については、1828年の「シーボルト台風」

（小西,2010）などを除くと、研究例が少なく、不明点が多い。江戸時代には、日本各地で多数の日

記が記録されており、その中に、毎日の天候や、風向の時間変化を記録しているものが多い。これら

の記録をもとに、顕著な気候災害の要因となった台風のコースを推定することは可能であると考えら

れる。将来の防災対策を検討する上で、災害の要因となった過去の台風コースを推定することは重要

である。また、歴史時代の台風に関する知見は、気候災害に対する社会応答の解明にも資するもので

ある。 

  

２．研究の目的 

 

 本研究は、歴史天候記録をもとに、歴史時代に顕著な風水害を発生させたと考えられる台風コース

を推定し、高潮や暴風雨など気候災害の要因を明らかにする目的で研究を行った。また、被害状況

（倒壊・損壊家屋数）についての分析も行い、台風による被害地域の空間分布についても考察した。

さらに、台風の強さや規模を推定するために、19世紀に観測されていた古気象観測資料や船舶の気

象観測記録との比較も行った。 

 

３．研究の方法 

 

  台風が原因であったと考えられる風水害のうち、歴史天候記録と古気象観測記録による分析が可

能な事例として、1828年（文政11年）の九州地方の暴風雨と、1856年（安政3年）9月23－24日に東京

湾（江戸湾）に高潮を発生させた「安政江戸台風」について、台風コースの推定を行った。 

1828年（文政11年）の九州地方の暴風雨については、中央気象台・海洋気象台編『日本気象資料』

に記載されている暴風雨の出現頻度を調査した。次に、長崎（出島）のオランダ商館で観測された気

圧の変化について分析した。さらに、九州各地の古日記に記録されている日々の天候と風向変化につ

いて分析した。 

 1856年（安政3年）9月23日－24日の「安政江戸台風」については、関東・東海地方の各地で記録さ

れていた古日記天候記録をもとに台風コースを推定した。また、関東地方南部における「安政江戸台

風」による建物損壊率の空間分布の分析を行った。さらに、東京湾（江戸湾）において高潮が発生し

た際に、関東東方沖の太平洋をオランダの軍艦 （Medusa 号）が関東東方沖を航行していたことがわ

かった。Medusa 号の航海日誌を入手し、記録された気象観測データを用いて安政台風上陸時の大き

さを推定した（久保田ほか,2022）。 

 

４．研究成果 

 

1828年（文政３年）の九州地方の暴風雨について、中央気象台・海洋気象台編『日本気象資料』に

記載されている暴風雨の出現頻度を調査した結果、1828年は7月から9月の間に九州地方では4回の暴

風雨が記録されていることが分かった。1828年は1800～1860年の中で、九州地方における暴風雨の頻

度が最も高いことが分かった。次に、『日本気象資料』に記録されている1828年の暴風雨について、

長崎（出島）のオランダ商館で観測された気圧の変化について分析した。その結果、暴風雨が記録さ



れている日には、出島において顕著な気圧低下が認められた。さらに、九州各地の古日記に記録され

ている日々の天候と風向変化について分析した。その結果、『日本気象資料』に記録されている暴風

雨は、いずれも九州地方に台風が接近、または上陸することによって生じた可能性が高いことが推定

された。古日記天候記録に記録されている各地の風向変化と、高潮の記録をもとに台風のコースを推

定した結果、台風が東シナ海から北部九州を経て山陰地方で通過した事例が4回、日向灘方面から九

州東部を経て対馬海峡へ通過した事例が1回であったことが推定された。これらの結果から1828年

（文政11年）は、特に九州北部から日本海へ通過する台風が高かったことが分かった（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 歴史天候記録から推定した1828年（文政3年）の九州地方における台風コース 

 

1856年（安政3年）9月23－24日に江戸湾に高潮を発生させた「安政江戸台風」について、南関東各

地で記録されていた古日記天候記録をもとに台風コースを推定した。また、台風による建物の被害状

況（倒壊・損壊家屋数）について分析した。分析の結果、台風による被害は、江戸湾周辺の高潮被害

に限定されるものではなく、関東地方広域に及んでいたことが明らかになった（渡辺編（2020）。こ

れらの被害状況から判断すると、この台風は広域被害を生んだ「安政東日本台風」と呼ぶべきもので

あると考えられる。さらに、江戸湾で高潮被害が発生した際に、関東東方沖を航行していたオランダ

の軍艦Medusa 号（図２）の航海日誌を入手し、記録された気象観測データ（図３）を用いて安政台

風上陸時の大きさを推定した。気圧データをもとに「安政江戸台風」の1000hPa半径を推定した結果、

1000hPa半径は359㎞であると推定された。気象観測開始以降に「安政江戸台風」と類似した経路を通

過した台風と比較した結果、上陸時における「安政江戸台風」の1000hPa半径は、特に大きくないこ

とが明らかになった。2011年-2019年に日本に上陸した台風と比較すると、関東地方に大きな被害を

もたらした2019年東日本台風の1000hPa半径は666㎞であり、安政江戸台風の1000hPa半径（359㎞）は

これよりも小さい。 



 

 

 

図２ 安政江戸台風のコース（赤破線）と 

オランダ軍艦Medusa号の1856年9月18日-28日 

の航路（青線）。星印は、9月24日0時の 

Medusa号の位置。（久保田ほか,2022） 

 

 
久保田尚之・塚原東吾・平野淳平・財城真寿美・松本淳 2022：オランダ軍艦の航海日誌に基づいて推定した安

政江戸台風の大きさ. 日本地理学会2022年春季学術大会発表要旨集 2022s 152． 

 

熊澤里枝・久保田尚之・筆保弘徳 2016：1900年から2014年における日本の台風上陸数. 天気63 855－861． 

 

小西達男 2010：1828 年シーボルト台風（子年の大風）と高潮．天気57 383－393. 

渡辺浩一、マシュー・デーヴィス編 2020：『近世都市の常態と非常態 人為的自然環境と災害』 勉誠出版 

223p. 

図3 1856年9月22日-25日のMedusa号が観測し
た推定した気圧(実線)、風向(矢印)、気温(破
線)の時系列。（久保田ほか,2022） 
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